
 1 

２０２5年度 サマープログラム・初修 
セメスタープログラム・英語 

募集要項 
 
サマープログラム、セメスタープログラムは、「全学共通教養教育科目」として提供される留学関連科目です。

サマープログラムは夏期休暇中、セメスタープログラムは１セメスター（約４ヶ月間）海外の研修校で集中的に

語学研修を受けることによって、外国語の運用能力を総合的に高めるとともに、現地での生活体験を通してそ

の国の文化・社会に対する理解を深め、国際感覚豊かな人材を養成することを目指しています。プログラムは

事前授業と研修校での集中的な語学研修によって構成されており、最終的な成績は、事前授業、現地での研

修の評価、プログラム終了後のレポートや帰国報告・研修成果発表を総合して算出されます。 
 
科目名 研 修 校・研 修 地 研修期間【予定】 担 当 者 募集人数【予定】 費用【予定】 

サマープログラム・ 
ドイツ語 B  （３単位） 

マルティン・ルター大学 
（ドイツ） 

2025年 8月 2日 
～  8月29日 

清水 穣 
約 20名 

（最少催行人数 1名） 
約 77万円 

サマープログラム・ 
フランス語  （４単位） 

フランシュ＝コンテ大学 
（フランス） 

2025年 8月 1日 
～  8月31日 

Mouton 
Ghislain 

約 25名 
（最少催行人数 5名） 

約 73万円 

サマープログラム・ 
中国語 B   （３単位） 

北京大学 
（中国） 

2025年 8月 3日 
～  8月30日 

錢 鷗  
約 20名 

（最少催行人数 6名） 
約 57万円 

サマープログラム・ 
スペイン語  （４単位） 

ラス・アメリカス大学 
（メキシコ） 

2025年 8月 2日 
～   9月 1日 

清水 達也 
約 20名 

（最少催行人数 5名） 
約 120万円 

サマープログラム・ 
コリア語    （３単位） 

延世大学 
（韓国） 

2025年 8月 3日 
～  8月 27日 

朴 鐘厚 
約 20名 

（最少催行人数 7名） 
約 45万円  

セメスタープログラム・ 
英語Ⅰ、Ⅱ  （8単位） 

ウィニペグ大学 
（カナダ） 

2025年 9月 6日 
～ 12月21日 

渡辺 文 
約 30 名 

（最少催行人数 10名） 
約 190万円 

ディーキン大学 
（オーストラリア） 

2025年 8月12日 
～ 12月14日 

河原 大輔 
約 30名 

（最少催行人数 10名） 
約 222万円 

ハワイ大学マノア校 
（アメリカ） 

2025年 8月23日 
～ 12月22日 

James 
Heather 

約 30名 

（最少催行人数 7名） 
約 265万円  

※サマープログラム・英語の募集説明会は 4月に開催予定です。日時・場所については 3月上旬に周知予定です。 

 
 

・サマープログラム、セメスタープログラムは「全学共通教養教育科目」として提供され、所定の単位が取得で

きます。科目区分は外国語教育科目となります。科目履修・単位の取扱い等の詳細については、各自で所属学

部事務室に確認してください。 

・昨今の世界情勢や円安などの影響により費用が高騰しています。今後も世界情勢や為替の変動および航空

運賃の高騰、その他プログラム費用等の変動により 5～15万円前後、費用に変更が生じる可能性があります。

なお、本プログラム参加学生には、別途大学から奨学金が給付されます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★問合せ先 
科目履修・教学について 
今出川校地：今出川キャンパス教務センター外国語教育科目窓口（良心館１階）   
【TEL: 075-251-3325 E-mail：ji-kyoyo@mail.doshisha.ac.jp】 

京田辺校地：京田辺キャンパス教務センター外国語教育科目窓口（成心館１階） 
【TEL: 0774-65-7517】 

 
海外渡航・費用について 
今出川校地 国際センター国際課（扶桑館１階） 
【TEL: 075-251-3260 E-mail：ji-kksai@mail.doshisha.ac.jp】 

京田辺校地 国際センター国際課（嗣業館 1階） 
【TEL: 0774-65-7066】 
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★ 募集説明会 
 ＜第 1回＞2024年 12月 2日（月）【今出川校地 良心館（RY）】 

時間 内容 場所(教室) 

18:25～18:50 全体説明会 RY305 

18:55～19:25 
プログラム別 

説明会 

サマープログラム・初修  

ドイツ語 B マルティン・ルター大学 RY408 

フランス語 フランシュ＝コンテ大学 RY409 

中国語 B 北京大学 RY410 

スペイン語 ラス・アメリカス大学 RY411 

コリア語 延世大学 RY412 

セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ  

英語Ⅰ、Ⅱ 

ウィニペグ大学 RY404 

ディーキン大学 RY405 

ハワイ大学マノア校 RY402 

 

＜第 2回＞2024年 12月 3日（火）【今出川校地 良心館（RY）】 

時間 内容 場所(教室) 

18:25～18:50 全体説明会 RY305 

18:55～19:25 
プログラム別 

説明会 

サマープログラム・初修  

ドイツ語 B マルティン・ルター大学 RY404 

フランス語 フランシュ＝コンテ大学 RY410 

中国語 B 北京大学 RY405 

スペイン語 ラス・アメリカス大学 RY406 

コリア語 延世大学 RY407 

セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ  

英語Ⅰ、Ⅱ 

ウィニペグ大学 RY402 

ディーキン大学 RY403 

ハワイ大学マノア校 RY401 

 

＜第 3回＞2024年 12月 4日（水）【京田辺校地 情報メディア館（JM】】 

時間 内容 場所(教室) 

18:25～18:50 全体説明会 JM306 

18:55～19:25 
プログラム別 

説明会 

サマープログラム・初修  

ドイツ語 B マルティン・ルター大学 JM301 

フランス語 フランシュ＝コンテ大学 JM302 

中国語 B 北京大学 JM303 

スペイン語 ラス・アメリカス大学 JM304 

コリア語 延世大学 JM305 

セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ  

英語Ⅰ、Ⅱ 

ウィニペグ大学 JM405 

ディーキン大学 JM404 

ハワイ大学マノア校 JM403 
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★個別相談 
・プログラムに関する疑問や質問などをプログラム担当教員に相談できる機会です。 

・個別相談を希望する場合は必ずメールにて事前にアポイントメントを取ってください。 

また、申込みは余裕もって行い、メールの返信は迅速に対応してください。 

各校地ごとの日時・各担当者のメールアドレスは、下記の表を参照してください。 

メールには下記の 3点を明記してください。 

《①氏名・学生 ID／②相談内容／③面談希望日時・校地》 

 
■個別相談期間 

2024年１2月 2日（月）9：00 ～ 2025年 1月 7日（火）1７：00 
※冬期休暇期間（12月 24日～1月 5日）を除く 

 
■個別相談タイムスケジュール期間  

担当教員 今出川校地 京田辺校地 

サマープログラム・ドイツ語 B 

（マルティン・ルター大学） 

清水 穣 

mshimizu@mail.doshisha.ac.jp 

火曜日 3講時、4講時 

水曜日 2講時 

金曜日 3講時 

メール対応 

サマープログラム・フランス語 

（フランシュ=コンテ大学） 

Mouton Ghislain Philippe Gontrand 

gmouton@mail.doshisha.ac.jp 

 12月 18日（水）14：00 
12月 20日（金）11：00 

（場所：香柏館 615） 

サマープログラム・中国語 B 

（北京大学） 

錢 鷗 

oqian@mail.doshisha.ac.jp 

12月 3日（火）18:15〜 

12月４日（水）午後 

12月 11日（水）9:00～10:30 

12月 18日（水）9:00～10:30 

メール対応 

サマープログラム・スペイン語 

（ラス・アメリカス大学） 

清水 達也 
ｔshimizu@mail.doshisha.ac.jp 

月曜日 15時～17時 

水曜日 10～12時 

（場所：志高館） 

12月 3、10、17日、1月7日 

13時 30分～14時 30分 

（場所：交臨館） 

サマープログラム・コリア語 

（延世大学） 

朴 鐘厚 

jopark@mail.doshisha.ac.jp 

12月  2日(月) 11：00～12：00 

12月  9日(月) 11：00～12：00 

12月 16日(月) 11：00～12：00 

12月 23日(月) 11：00～12：00 

12月  3日(火) 16：30～17：30 

12月 10日(火) 16：30～17：30 

12月 17日(火) 16：30～17：30 

1月  7日(火) 16：30～17：30 

セメスタープログラム・英語Ｉ、Ⅱ 

（ウィニペグ大学） 

渡辺 文 

fwatanab@mail.doshisha.ac.jp 

金曜日 2講時 

※ただし実施できない日もあるの

で、メールにて要アポイントメント 

メール対応 

セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ 

（ディーキン大学） 

河原 大輔 

dkawahar@mail.doshisha.ac.jp 

相談したい内容を担当者に 

Eメールで送ってください 

12月 2日（月） 

16:40～18:10 

必ず事前連絡をとってください 

セメスタープログラム・英語Ｉ、Ⅱ 

（ハワイ大学） 

James HEATHER 

jheather@mail.doshisha.ac.jp 

ZOOM or対面での対応 

※メールで要アポイントメント 

ZOOM or対面での対応 

※メールで要アポイントメント 

・過年度のサマープログラム・初修、セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱの参加者による「アンケート」および

「留学体験記」は、Go Global Portfolio上に掲載していますので、参考情報としてご活用ください。 

《https://sso.doshisha.ac.jp/→ WEB Single Sign-On→ Go Global Portfolio→短期留学プ

ログラム→留学体験記・アンケート》 

mailto:mshimizu@mail.doshisha.ac.jp
mailto:gmouton@mail.doshisha.ac.jp
mailto:oqian@mail.doshisha.ac.jp
mailto:ｔshimizu@mail.doshisha.ac.jp
mailto:jopark@mail.doshisha.ac.jp
mailto:fwatanab@mail.doshisha.ac.jp
mailto:dkawahar@mail.doshisha.ac.jp
mailto:jheather@mail.doshisha.ac.jp
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★出願受付 
 
■出願受付期間 

2024年 12月 2日(月)9：00 ～ 2025年 1月 7日(火)17：00  ※時間厳守 

WEB“Go Global Portfolio”にて出願を受け付けます。下記の URLにアクセスしてください。 
  

 

 

 

 
 

■WEB出願の注意点 

・願書・志望理由書は Go Global Portfolioから提出すること。窓口での出願は一切認めません。 

・締切前はアクセスが集中しサイトに繋がりにくくなる恐れがあるので余裕をもって出願すること。 

・一定時間を過ぎるとタイムアウトするのでこまめに保存すること。 

・入力内容や出願書類に不備があった場合は、出願期間中に訂正すること。 

・【ドイツ語】出願者は、「備考（資格等）」欄に、希望のコース（初級コース or中級コース）を入力すること 

・【フランス語】出願者は、「備考（資格等）」欄に、ステイ先（学生寮 orホームステイ）の希望を入力すること 

・下記の面接試験の実施日時に、土曜日の授業や大学主催の試験等がある場合は、WEB出願の願書フォーム

の「基本情報入力」画面内、「備考（資格等）」欄に校地・講時・授業科目名（試験名）を必ず入力すること。 

面接試験日時：1月 18日（土）13：30～（下記２プログラム以外全て） 

サマープログラム・中国語（北京大学）：1月 1１日（土）9：00～ 

セメスタープログラム・英語（ウィニペグ大学）：1月 18日（土）9：30～ 

  

■提出書類 

 サマープログラム・初修 

・WEB出願書類： ① 願書 

               ②志望理由書（プログラムごとにテーマが異なるため以下参照のこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

https://sso.doshisha.ac.jp/ → Web Single Sign-On → Go Global Portfolio→ 短期留学 

プログラム→ WEB出願→ 2025サマープログラム初修 2025セメスタープログラム →『出願する』ボタン 

クリック 

※手順は P.14“【短期留学】WEB出願”参照 

 

ドイツ語   初級と中級の 2つのコースを設けています。 
      希望のコースを「備考欄（資格等）」に入力の上、希望するコースのテーマ・書式で志望理由書を 
 入力する事。 
 
         【初級コース】      【中級コース】 
         テーマ：サマープログラムに参加希望する理由 テーマ：ドイツ語を学習する理由 
         書 式：日本語で 1,000字以内   書 式：ドイツ語で 200～400words 
            ※1,000字以内 
 
フランス語 テーマ：フランス語サマープログラムに参加する志望動機と目的・目標について 

具体的に書いてください。 
         書 式：日本語（英語でも可）で 1,000字以内 
 
中国語    テーマ：あなたが中国で語学研修を受けてみたいと思った志望動機は何ですか。また、中国への関

心は何ですか。あなたの考えを具体的に書いてください。 
          書 式：日本語で１，０００字以内 
 
スペイン語  テーマ：私のスペイン語・メキシコ（またはラテンアメリカ）への関心 
          書 式：日本語で１，０００字以内 
 
コリア語   テーマ：あなたが韓国で語学研修を受けてみたいと思った志望動機は何ですか。また、韓国語学習

におけるあなたの目標は何ですか。あなたの考えを具体的に書いてください。 
         書 式：日本語で１，０００字以内 
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提出されたスコアレポートは合格された場合、クラス編成のため研修校に提出する場合があります。 

セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ 
・WEB出願書類： ①願書 

             ②志望理由書（テーマ・書式は下記参照） 

テ ー マ：セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱへの志望理由について 

書 式：英語で250～500 words以内 

・窓口提出書類：   ③TOEFL、または IELTSテストのスコアのコピー（受付期間・提出先は下記参照） 

TOEFL ITP®テスト 450 以上、TOEFL iBT®テスト (TOEFL iBT®Home  

Editionテストも可)45以上(※1)、IELTS™ Overall band score 4.5以上(※2)

のいずれかの保持者、かつ面接試験日から過去 2年以内に受験したものに限る。 

※1 「Test Date scores」のみ可。「MyBest™ score」は認めません。 

※2 「One Skill Retake」によるスコアは認めません。 

 

■スコア受付期間 

2024年 12月 2日(月)9：00 ～ 2025年 1月 7日(火)17：00 ※時間厳守 

※土日祝を除く平日 9：00～17：00（11：30～12：30を除く） 

※12/30（月）～1/5（日）は事務室が閉室しているため受付できません。 

 

■スコア提出先 
今出川・京田辺キャンパス教務センター 外国語教育科目窓口  

※提出先は国際課ではありませんので、ご注意ください。 

 

 
 
 
 
★選考試験と結果発表 
サマープログラム・初修 

選考は面接試験により行います。選考試験と結果発表の日程は以下の通りです。 

 

■面接選考試験 

日程：北京大学のみ：2025年 1月 11日（土）9：00～【オンラインで実施】 

北京大学以外：2025年 1月 18日（土）13：30～【オンラインで実施】 

・接続 URL・パスワード、面接開始時間は、北京大学のみ 1 月 10 日（金）13：00 より、北京大学

以外は1月17日（金）13：00よりGo Global Portfolio内“お知らせ”にて確認してください。 

・面接終了時刻は出願者数によって前後するため未定です。 

 

■結果発表 

 日程：2025年 1月 22日（水）13：00～ 

 ・Go Global Portfolio内“お知らせ”にて合否を確認してください。 

 

セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ 
選考は、CASEC→面接の二段階の審査により行います。 

面接試験を受験できるのは第一次選考【CASEC】合格者のみです。 

なお、選考試験と結果発表の日程は以下の通りです。 

 

■第一次選考【CASEC】 

日程：2025年 1月 10日（金）※当日中に受験を完了すること 
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CASEC試験の結果は、本学の一次選考として利用する他、合格された場合は、現地でのクラス編成の 

ため、研修先にお渡しする場合があります。 

・CASECは PCを使って行ないます。前頁日程で自宅等の PCで受験してください。 

受験方法については、1月 9日（木）までにGo Global Portfolio内“お知らせ”に公開しますので、各自

確認の上、受験してください。なお、自宅等に PCがない場合は、大学での受験も可能です。学内で利用可

能な情報教室は以下の URLから確認してください。(右記QRコード参照) 

https://it.doshisha.ac.jp/utility_time/utility_time.html 

 ※講義・試験期間の情報をご確認ください。 

 

ただし、状況に応じて開室する教室が変更となりますので、当日の情報教室の利用状況等は以下の URL

から確認してください。(右記QRコード参照) 

http://openpc.doshisha.ac.jp/clv/ 
 

 
・学内で受験する場合は、学内の情報環境を利用するためのユーザ IDとパスワードを把握した状態で試験
に臨んでください。また、CASEC 試験までに「ネットワーク利用資格認定試験」を受験し、合格している必
要があります。条件が満たされていない場合、受験することができませんのでご注意ください。 
 

■第一次選考結果発表 

日程：2025年 1月 17日（金）13：00～ 

・Go Global Portfolio内“お知らせ”にて合否を確認してください。 

・第一次選考合格者のみ第二次選考（オンライン面接）を受験できます。 

・第一次選考合格者には第二次選考（オンライン面接）の接続 URL・パスワード、面接開始時間を併

せてお知らせします。 

 

 

 
 

■第二次選考（面接） 

日程：ウィニペグ大学以外：2025年 1月 18日（土）13：30～【オンラインで実施】 

   ウィニペグ大学のみ：2025年 1月 18日（土）9：30～【オンラインで実施】 

※面接終了時刻は出願者数によって前後するため未定です。 

 

■最終結果発表 

日程：2025年 1月 22日（水）13：00～ 

・Go Global Portfolio 内“お知らせ”にて合否を確認してください。 

 

★費用納入  
参加費用の納入は数回に分けて行いますが、具体的な納入金額と期限は参加決定者へ別途連絡いたし

ます。あらかじめ保護者の方と費用や支払い方法について十分ご相談の上、出願してください。 

※プログラム費用の変動を考慮し、納入いただく参加費用にはあらかじめ数万円の予備費を含んでいま

す。（プログラム終了後に精算し、実費が徴収額を下回った場合は差額を返金します。） 

 

★出発前 危機管理オリエンテーション 

プログラムの参加者は、出発前の危機管理オリエンテーションに必ず出席する必要があります。 

オリエンテーションに適切な理由なく欠席した場合は、プログラムの参加を認めないことがあり、この際に

生じるキャンセル費用は参加者本人の負担となります。 

 日時：２０25年６月下旬～７月初旬のいずれかの日曜日／午後(４～５時間程度） 

場所：今出川校地（教室は決定次第連絡します） 
 

https://it.doshisha.ac.jp/utility_time/utility_time.html
http://openpc.doshisha.ac.jp/clv/
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★TOEFL ITP®テストについて（セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ） 
英語能力の自己点検のためにも、プログラム出発前・帰国後に本学内で実施する TOEFL ITP®テスト

の受験をお勧めします。なお、受験費用は自己負担となりますのでご留意ください。 

https://international.doshisha.ac.jp/oia/toefl_ielts_toeic/toefl_itp.html 

※2025年度のテストスケジュールは４月頃に国際課 HPに公開予定です。 

 

★CASECテストについて（セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ） 
上記テストに加えて、帰国後の英語能力確認の一環として、本学より CASEC テストのご案内をいたしま

す。（2025年 12月上旬に Go Global Portfolio内「マイコース」にて案内予定）希望者のみ受験と

なりますので、どうぞご検討ください。 

 

★奨学金について 

本学には以下の奨学金が設けられています。詳細は参加が決まった方へ改めてお知らせします。 

■「サマープログラム及びスプリングプログラム履修者に対する奨学金」 

履修したサマープログラム及びスプリングプログラムの費用に対し、奨学金（50,000 円）が給付（返還

不要）されます。 
■「セメスタープログラム履修者に対する奨学金」 

履修したセメスタープログラムの費用に対し、奨学金（200,000円）が給付（返還不要）されます。 

 

★科目登録について 

選考試験合格者の科目登録は大学側で一括登録するため登録手続は不要です。 

※科目履修・単位の取扱い等の詳細については、各自で所属学部事務室に確認してください。 

 

★事前授業について 

サマープログラム・初修 

科目登録上の開講年度・学期は「2025年度・春学期」、事前授業は 2025年度春学期に実施されます。 

 

セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ 

科目登録上の開講年度・学期は「2025年度・秋学期」、事前授業は 2025年度春学期に実施されます。 

 
※事前授業には必ず出席すること。体調不良、やむを得ない事情により欠席の場合は必ず担当教員に事

前連絡をしてください。事前連絡なく欠席した場合はプログラムへの参加を取り消される場合がありま

すので、予めご了承ください。また、この際に発生するキャンセル費用は参加学生本人の負担となりま

す。 

 

※2025年度の科目登録の際、サマープログラム・初修、セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱの事前授業と

他の春学期科目が時間割重複、および二校地間移動不可が発生しないかを十分に確認してください。 

事前授業の開講校地、曜日講時は、本募集要項の各プログラムのページ、シラバス等で確認してくださ

い。 

 

事前授業と 2025年度春学期の登録科目が時間割重複（二校地間移動不可を含む）した場合、事前

授業以外の時間割重複した科目は履修できません。（二校地間移動不可は、例えば、事前授業が京田

辺校地・金曜日6講時に実施される場合、今出川校地の金曜日5講時、6講時、7講時（該当の講時と

前後の講時）の授業は履修できませんのでご注意ください。） 

 

https://international.doshisha.ac.jp/oia/toefl_ielts_toeic/toefl_itp.html
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なお、サマープログラム・初修外国語のみ、各言語１プログラムの開講であることから、必修科目に限り、

やむを得ず二校地間移動不可が発生する合格者がいた場合のみ、事前授業を受講できるように調整し

ます。状況によっては対応が難しい場合がありますので、必修科目と事前授業が二校地間移動不可とな

る場合、速やかに全学共通教養教育センター事務室に相談してください。時間割が完全に重複している

場合は対応できません。必修科目との重複によりサマープログラムをキャンセルする場合に生じるキャ

ンセル費用は参加学生本人の負担となります。 

 
 
★出願に当たっての注意事項 

① グローバル・コミュニケーション学部日本語コース生は母語で実施されるプログラムに、中国語コース生

は中国語のプログラムに出願できません。 

 

② 国際教育インスティテュート国際教養コース生は、セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱに出願できません。

サマープログラム・初修外国語（母語を除く）のプログラムへの出願は可能です。 

 

③ ２０２5年度ドイツ語・異文化理解EUキャンパスプログラムの合格者は、今回のサマープログラム・初修、セ

メスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱに出願できません。 

 

④ セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱの3プログラムは併願が可能ですが、サマープログラム・初修との併願は

できません。 

 

⑤ 過去に合格評価を得た科目については、クラスや渡航先が異なっていても再度履修することはできません。 

 

⑥ サマープログラム・初修、セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱの合格者は、他の渡航を伴う科目のうち、合格し

たプログラムの事前・事後授業、及び現地研修との時間割重複、または二校地間移動不可が発生する科目へ

の出願はできません。（例：ヨーロピアン・スタディーズEUキャンパスプログラム、全学共通教養教育科目（国

際教養科目）の「Freshman“Go Global”Program」、「Mid-college “Be Strong” Program」など） 

 

⑦ セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱは秋学期科目（事前授業は春学期）です。参加者の秋学期の履修登録

科目は上記科目のみとなり、他の科目の履修登録は原則認められません。 

 

⑧ サマープログラム・初修の科目登録上の開講年度・学期は「2025 年度春学期」ですが、成績の付与は

2025年度秋学期末です。そのため、再修生（５年次生以上）で2025年度春学期（２０２5年９月）卒業見込

の方は出願できません。 

 

⑨ 出願後のキャンセルは原則認めません。参加について十分に考慮し、保護者の方とよく相談した上で出願して

ください。参加決定後にキャンセルをされた場合、費用の払い戻しは行われません。（費用納入前であっても、

キャンセルに伴う費用を納入いただきます） 

また、セメスタープログラム・英語Ⅰ・Ⅱについては、第 2希望以下のプログラムに参加が決定した場合も同

様となりますので、併願をする際には必ず十分に確認および検討をした上で出願をしてください。 

※必ず参加費用の支出および併願先も含めた研修先(国・地域)について、保護者の承諾を得てから出願を行

ってください。 

 

⑩ 合格者数が最少催行人員に満たなかった場合、プログラムは実施されない可能性があります。参加者決定

後、キャンセルにより最少催行人員を下回り、プログラムの開催が不可能となった場合も同様です。 
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⑪ プログラム出発前に、外務省の海外安全ホームページにて発表される感染症危険情報および危険情報「レベ

ル 2：不要不急の渡航は止めてください。」もしくはそれ以上が発出された場合、プログラムが中止となること

があります。その場合、納入いただいたプログラム参加費用の一部または全額をお返しできないことがありま

す。なお、プログラム開始後であっても大学長による帰国勧告等が出された場合は帰国しなければなりませ

ん。あらかじめご了承ください。 

※外務省海外安全ホームページ＜https://www.anzen.mofa.go.jp/masters/risk.html＞ 

 

⑫ VISAや入国許可 電子渡航認証（ETA等）が取得できなかった場合はプログラムに参加できません。その

場合、納入いただいたプログラム参加費用の一部または全額をお返しできないことがあります。 

 

⑬ 渡航先での休日について、個人旅行を行う際には十分注意してください。ただし、サマープログラムに限り

国外旅行・宿泊を要する旅行は禁止とします。詳しくは誓約書を確認してください。 

 

⑭ 世界情勢や為替レート、またスケジュールや参加人数の変更、航空運賃の高騰や感染対策などさまざまな

要因により、参加費用が変動する可能性があります。事情により金額不足が生じた場合は不足分を追加徴

収します。逆に、実費が徴収した参加費用を下回った場合は差額を返金します。 

 

⑮ 参加が決定した方は、同志社大学での事前授業と国際センター国際課が開催する危機管理オリエンテーシ
ョンに必ず出席する必要があります。欠席した場合、プログラムに参加できなくなることがありますのでご注
意ください。その際発生するキャンセル料はご自身の負担となります。 

 

⑯ セメスタープログラム参加期間中は「在学扱い」であり、本学への学費の納入が必要となります。 

 

⑰ 留学開始時の学年によっては、留学期間と就職活動の時期が重複する可能性があります。十分に考慮

したうえで出願してください。 

 

⑱ プログラムごとに参加者の中からリーダー・サブリーダーを選び、出発・帰国に際しては、参加者全員で
団体行動をとります。単独行動は認められません。 

 

⑲ 参加にあたっては、参加者が本学に提出する誓約書による誓約事項を厳守いただきます。 

誓約書はプログラム参加決定後にご提出いただきますが、誓約内容について下記の国際課 HP より事前にご確

認・ご了承のうえ、プログラムに申し込みをしてください。 
【サマープログラム（初修）】 

       https://international.doshisha.ac.jp/study_abroad_program/summer.html 

       【セメスタープログラム】 

     https://international.doshisha.ac.jp/study_abroad_program/semester.html 

 

⑳ プログラムへの参加が決まった方は、健康診断の受診が必要です。 

2025年3月下旬～4月上旬に学内で実施される定期健康診断を、必ず受診してください。 

※大学で行っている健康診断を受診する場合は、保健センターと連携し情報収集が可能なため、健康診断

証明書の提出は不要となります。 

※やむを得ず学内の健康診断が受診できない場合、あるいは保健センターと連携した情報収集を希望されない

場合は、外部の医療機関等で健康診断を受けたうえで、健康診断証明書を提出してください。その際の予約、健

康診断証明書の発行はご自身で手配することになり、費用もご自身で負担いただきます。 

必要な受診項目は【身長・体重・視力・Ｘ線検査（胸部Ｘ線）・既往症・備考】です。（様式は医療機関独自のもの

で構いません） 

 

https://international.doshisha.ac.jp/study_abroad_program/summer.html
https://international.doshisha.ac.jp/study_abroad_program/semester.html
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「同志社大学サマープログラム」に関する誓約書 

同志社大学長殿 
 

私は、２０２5 年度同志社大学サマープログラム（以下、プログラムという。）に参加するにあたり、次の事項を誓約
いたします。なお、誓約事項に反した場合は、プログラム参加学生の資格を取り消されることや、同志社大学（以下、本
学という。）のサポートを受けられないことを承諾し、異議の申し立てはいたしません。 
 
＜留学に対する心構え＞ 
1.プログラムの趣旨を十分理解し、研修先機関にて学業に精励すること。 
2.プログラム参加決定後は本学が正当と認める理由以外での辞退は不可のため、十分理解のうえ参加すること。 
3.渡航前に本学で実施される事前授業やオリエンテーション、説明会へ適切な理由無く欠席することや、課せられた課題・義
務の履行を怠った場合にはプログラムへの参加を認めないことがあり、この際に生じるキャンセル費用は、参加学生本人の
負担となること。 

4.プログラムに伴う渡航期間中は、滞在国および日本の法令、本学の学則等諸規則を遵守するとともに、研修先機関の定め
る規則、指導教員、担当者等の指示に従い、滞在国の公序良俗に反することのないよう注意すること。 

5.プログラム期間中は、本学の学生として本人の自覚と責任において行動すること。なお、プログラムに伴う渡航期間中、災害、
暴動、テロ、ストライキ、事故、感染症、疾病、犯罪などによる損害が発生した場合でも、本学に一切責任を問わないこと。 

6.プログラム参加にあたっては、必ず本学指定の飛行機で渡航・帰国し、参加者全員での団体行動をとること。本学の責に帰
さざる理由によって指定の飛行機に乗れず、それに伴い追加費用が発生した場合は、参加学生本人の負担となること。 

 
＜手続き＞ 
7.プログラムに必要な諸手続き（研修先機関に提出する各種書類の作成、パスポートの取得、費用の支払い等）は事前に十
分確認し、自らの責任において遅滞なく行うこと。 

8.プログラムに際して、出発から帰国までの本学指定の海外旅行傷害保険、研修先機関指定の健康保険および留学生危機
管理サービスに加入すること。 

9.プログラムに伴う渡航期間中は必要に応じて、本学国際センター国際課への現地到着報告、近況報告等を行い、帰国後は
速やかに指定された報告書・アンケート等を提出すること。 

 
＜プログラムの中止・変更＞ 
10.研修先機関が所在する国（地域）の治安の悪化、災害、感染症等の発生状況によっては、本学及び研修先機関等の判断
において、プログラムの中止または帰国勧告等を決定することがある。これらの事態等が生じる可能性を理解し、本学の指
示に速やかに従うこと。また、これらの事態により発生する損害・負担について本学に一切請求をおこなわないこと。 

 
＜危機管理＞ 
11.プログラムに伴う渡航期間中は、自動車・バイクの運転、また海外旅行保険が適用とならない危険を伴う運動は行わない
こと。 

12.休日に個人的な旅行をおこなう際にはプログラムの完遂に支障の無いよう十分注意すること。ただし、国外旅行・宿泊を
要する旅行は禁止とする。（プログラムの一環として実施する研修旅行を除く。）なお、個人的な旅行は自己責任にておこな
うものであることを理解し、当該旅行において支出・損害が発生した場合には自己の責任で解決すること。 

 
＜宿泊先＞ 
13.プログラムに伴う渡航期間中は、プログラムで定める宿泊先に滞在すること。なお、宿泊先の変更が生じた場合は逐次本
学国際センター国際課へ連絡すること。 

14.本誓約書別紙の宿泊先に関する注意事項を理解した上、プログラムに参加すること。 
 
＜個人情報の提供＞ 
15.プログラムの運営や緊急時の対応のために、本学またはプログラム取扱業者へ届け出た学生本人および保証人の個人
情報を、本学及び研修先機関（ホームステイ会社等を含む）、プログラム取扱業者、危機管理会社、海外旅行保険取扱業
者が利用することに同意すること。 

16.プログラムの運営、学生の安全確保、科目の成績評価等のために、研修先機関が取得した学業成績や期間中の生活情
報等の個人情報を本学へ提供することに同意すること。また、これらの情報を必要に応じて本学および研修先機関、プログ
ラム取扱業者や危機管理会社が共有することに同意すること。 

17.危機管理会社のアシスタンスサービスを利用した際、危機管理会社へ提供した疾病やトラブルに関連する個人情報につ
いて、本学や危機管理の関係者に共有・利用されることに同意すること。 

 
＜保証人の同意＞ ※保証人とは、学生が本プログラムを履修するにあたり、本学と連携し、学生を指導、支援する立場の方を指します。 
18.本誓約内容及び募集要項の内容を保証人と共に確認し、両者が理解した上で、本プログラムに参加すること。 

 
上記誓約事項を遵守することを誓約します。 
 
                      学部                     学科     学 生 Ｉ Ｄ ：                           

 
署 名 日：        年     月     日                     学 生 署 名：                           

 

学生本人が上記誓約事項を遵守することを保証します。 

署 名 日：        年     月     日                     保証人署名：                           
(いずれも直筆でご署名下さい。) 

プログラム名：                                        

以 上 

署 名 欄 
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誓約書別紙 
 
 
 

宿泊先に関する注意事項 
 

 

＜プログラムの宿泊先について＞ 

・宿泊先の種類（ホームステイ、大学寮、ホテル等）は、プログラムの内容や研修先大学によって異なる（詳細
は募集要項のプログラム別説明で確認すること）。 
・参加決定後、宿泊先や部屋の種類の希望（寮 orホームステイ、一人部屋 or二人部屋 等）を回答できる場
合も、希望通りにはならない場合や、決定後も諸事情により変更になる場合がある。 

 
 

＜ホームステイに関する注意事項＞ 

・滞在中は「ゲスト（お客様）」としてふるまうのではなく、家族の一員として各家庭のハウスルールを守り、ホ
ストファミリーとコミュニケーションをよくとり生活を共にすること。 
・ホストファミリーの家庭環境やライフスタイルは画一的ではなく、家族構成（ホストが高齢、高齢の家族がい
る、父子家庭、母子家庭、同性婚、幼児がいる、同世代の異性の子供がいる、共働き、一人暮らし等々）、人
種、食事（手作り、冷凍食品、参加者自身でホストファミリーが用意した食材で自炊）、自宅設備の新旧、大
学までの通学距離は様々であること。また、これらを理由にホストファミリーを変更することは原則できないこ
と。 
・ホームステイ申込時に、希望の家庭環境（幼児やペットの有無等）について記入できる場合も、必ずしも希
望通りにはならない場合があること。 
・同じプログラムに参加する同志社大学の学生や、他の日本人、他の国からの学生と同じホームステイ先にな
る場合があること（ベッドルームは一人一部屋確保される）。 
・ホストファミリーの事情（急用、病気等）によりホームステイ先が出発前、滞在中にも変更となる場合がある
こと。 

 
 

＜大学寮に関する注意事項＞ 

・寮の築年数や部屋の大きさ、形、設備、大学からの距離は、寮によって異なること。 
・寮、部屋の割り振りは、研修先到着日に割り振られる場合が多いこと。 
・ルームメイトの国籍は様々であること（ルームメイトは同姓）。 
・フラットメイト（ベッドルームは別で、キッチン・バスルーム等の共有部分を共同で使う学生）の国籍、及び性
別は様々で、異性と共有部分をシェアして暮らす場合があること。 
・食事は原則提供されないこと。［自己負担］ 
・日用品（食器・調理器具・リネン類・タオル類・洗濯用品等）は持参するか現地で購入する等、各自準備する
必要があること。［自己負担］ 
・各寮の取り決めに従って生活を送らなければいけないこと（門限、禁煙、掃除・洗濯のルール、防火等々）。 
・現地の方との交流は、自ら積極的に行う必要があること。 
 
 

＜ホテル滞在に関する注意事項＞ 

・研修先大学がホームステイ・寮の手配を行わない場合、本学提携の旅行会社等が手配した中・長期滞在型
のホテルに滞在する場合があること。なお、行程により一時的にホテル滞在を含むプログラムもある。 
・部屋割りの希望は、受け付けられない場合があること。 
・食事は原則提供されないこと。［自己負担］ 
・ホテルからの提供がない日用品（食器・調理器具・洗濯用品等）は持参するか現地で購入する等、各自準
備する必要があること。［自己負担］ 
・ホテルの取り決めに従って生活を送らなければいけないこと（禁煙、掃除・洗濯のルール、防火等）。 
・現地の方との交流は、自ら積極的に行う必要があること。 
 
 

＜「学校において予防すべき感染症」に罹患した場合の注意事項＞ 

・研修期間中に「学校において予防すべき感染症」（新型コロナウイルス感染症等）に罹患した場合、研修先
や滞在国等の方針、または本学の判断により自主隔離等を求めることがあり、その指示に従うこと。 
・宿泊先の寮やホテル等の空室状況により、自主隔離は別途外部の宿泊施設等を利用することがあること。 
・自主隔離に伴う追加費用（原則として海外旅行保険適用外となる）が発生した場合は、プログラム費用には
含まれないこと。［自己負担］ 
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「同志社大学セメスタープログラム」に関する誓約書 

同志社大学長殿 
 

私は、２０２4 年度同志社大学セメスタープログラム（以下、プログラムという。）に参加するにあたり、次の事項を誓
約いたします。なお、誓約事項に反した場合は、プログラム参加学生の資格を取り消されることや、同志社大学（以下、
本学という。）のサポートを受けられないことを承諾し、異議の申し立てはいたしません。 
 
＜留学に対する心構え＞ 
19.プログラムの趣旨を十分理解し、研修先機関にて学業に精励すること。 
20.プログラム参加決定後は本学が正当と認める理由以外での辞退は不可のため、十分理解のうえ参加すること。 
21.渡航前に本学で実施される事前授業やオリエンテーション、説明会へ適切な理由無く欠席することや、課せられた課題・
義務の履行を怠った場合にはプログラムへの参加を認めないことがあり、この際に生じるキャンセル費用は、参加学生本人
の負担となること。 

22.プログラムに伴う渡航期間中は、滞在国および日本の法令、本学の学則等諸規則を遵守するとともに、研修先機関の定
める規則、指導教員、担当者等の指示に従い、滞在国の公序良俗に反することのないよう注意すること。 

23.プログラム期間中は、本学の学生として本人の自覚と責任において行動すること。なお、プログラムに伴う渡航期間中、災
害、暴動、テロ、ストライキ、事故、感染症、疾病、犯罪などによる損害が発生した場合でも、本学に一切責任を問わないこと。 

24.プログラム参加にあたっては、必ず本学指定の飛行機で渡航・帰国し、参加者全員での団体行動をとること。本学の責に
帰さざる理由によって指定の飛行機に乗れず、それに伴い追加費用が発生した場合は、参加学生本人の負担となること。 

 
＜手続き＞ 
25.プログラムに必要な諸手続き（研修先機関に提出する各種書類の作成、パスポートの取得、費用の支払い等）は事
前に十分確認し、自らの責任において遅滞なく行うこと。 

26.プログラムに際して、出発から帰国までの本学指定の海外旅行傷害保険、研修先機関指定の健康保険および留学生危
機管理サービスに加入すること。 

27.プログラムに伴う渡航期間中は必要に応じて、本学国際センター国際課への現地到着報告、近況報告等を行い、帰国後
は速やかに指定された報告書・アンケート等を提出すること。 

 
＜プログラムの中止・変更＞ 
28.研修先機関が所在する国（地域）の治安の悪化、災害、感染症等の発生状況によっては、本学及び研修先機関等の判断
において、プログラムの中止または帰国勧告等を決定することがある。これらの事態等が生じる可能性を理解し、本学の指
示に速やかに従うこと。また、これらの事態により発生する損害・負担について本学に一切請求をおこなわないこと。 

 
＜危機管理＞ 
29.プログラムに伴う渡航期間中は、自動車・バイクの運転、また海外旅行保険が適用とならない危険を伴う運動は行わない
こと。 

30.休日に個人的な旅行をおこなう際にはプログラムの完遂に支障の無いよう十分注意すること。なお、個人的な旅行は自己  
責任にておこなうものであることを理解し、当該旅行において支出・損害が発生した場合には自己の責任で解決すること。 

 
＜宿泊先＞ 
31.プログラムに伴う渡航期間中は、プログラムで定める宿泊先に滞在すること。なお、宿泊先の変更が生じた場合は逐次本
学国際センター国際課へ連絡すること。 

32.本誓約書別紙の宿泊先に関する注意事項を理解した上、プログラムに参加すること。 
 
＜個人情報の提供＞ 
33.プログラムの運営や緊急時の対応のために、本学またはプログラム取扱業者へ届け出た学生本人および保証人の
個人情報を、本学及び研修先機関（ホームステイ会社等を含む）、プログラム取扱業者、危機管理会社、海外旅行保
険取扱業者が利用することに同意すること。 

34.プログラムの運営、学生の安全確保、科目の成績評価等のために、研修先機関が取得した学業成績（TOEFL-ITP ®の
点数を含む）や期間中の生活情報等の個人情報を本学へ提供することに同意すること。また、これらの情報を必要に応じ
て本学および研修先機関、プログラム取扱業者や危機管理会社が共有することに同意すること。 

35.危機管理会社のアシスタンスサービスを利用した際、危機管理会社へ提供した疾病やトラブルに関連する個人情
報について、本学や危機管理の関係者に共有・利用されることに同意すること。 

 
＜保証人の同意＞ ※保証人とは、学生が本プログラムを履修するにあたり、本学と連携し、学生を指導、支援する立場の方を指します。 
36.本誓約内容及び募集要項の内容を保証人と共に確認し、両者が理解した上で、本プログラムに参加すること。 

 
上記誓約事項を遵守することを誓約します。 
 
                      学部                     学科     学 生 Ｉ Ｄ：                           

 
署 名 日：        年     月     日                     学 生 署 名：                           

 

学生本人が上記誓約事項を遵守することを保証します。 

署 名 日：        年     月     日                     保証人署名：                           
(いずれも直筆でご署名下さい。) 

プログラム名：                                        
以 上 

 

署 名 欄 
 



 13 

誓約書別紙 
 
 
 

宿泊先に関する注意事項 
 

 

＜プログラムの宿泊先について＞ 

・宿泊先の種類（ホームステイ、大学寮、ホテル等）は、プログラムの内容や研修先大学によって異なる（詳細
は募集要項のプログラム別説明で確認すること）。 
・参加決定後、宿泊先や部屋の種類の希望（寮 orホームステイ、一人部屋 or二人部屋 等）を回答できる場
合も、希望通りにはならない場合や、決定後も諸事情により変更になる場合がある。 

 
 

＜ホームステイに関する注意事項＞ 

・滞在中は「ゲスト（お客様）」としてふるまうのではなく、家族の一員として各家庭のハウスルールを守り、ホ
ストファミリーとコミュニケーションをよくとり生活を共にすること。 
・ホストファミリーの家庭環境やライフスタイルは画一的ではなく、家族構成（ホストが高齢、高齢の家族がい
る、父子家庭、母子家庭、同性婚、幼児がいる、同世代の異性の子供がいる、共働き、一人暮らし等々）、人
種、食事（手作り、冷凍食品、参加者自身でホストファミリーが用意した食材で自炊）、自宅設備の新旧、大
学までの通学距離は様々であること。また、これらを理由にホストファミリーを変更することは原則できないこ
と。 
・ホームステイ申込時に、希望の家庭環境（幼児やペットの有無等）について記入できる場合も、必ずしも希
望通りにはならない場合があること。 
・同じプログラムに参加する同志社大学の学生や、他の日本人、他の国からの学生と同じホームステイ先にな
る場合があること（ベッドルームは一人一部屋確保される）。 
・ホストファミリーの事情（急用、病気等）によりホームステイ先が出発前、滞在中にも変更となる場合がある
こと。 

 
 

＜大学寮に関する注意事項＞ 

・寮の築年数や部屋の大きさ、形、設備、大学からの距離は、寮によって異なること。 
・寮、部屋の割り振りは、研修先到着日に割り振られる場合が多いこと。 
・ルームメイトの国籍は様々であること（ルームメイトは同姓）。 
・フラットメイト（ベッドルームは別で、キッチン・バスルーム等の共有部分を共同で使う学生）の国籍、及び性
別は様々で、異性と共有部分をシェアして暮らす場合があること。 
・食事は原則提供されないこと。［自己負担］ 
・日用品（食器・調理器具・リネン類・タオル類・洗濯用品等）は持参するか現地で購入する等、各自準備する
必要があること。［自己負担］ 
・各寮の取り決めに従って生活を送らなければいけないこと（門限、禁煙、掃除・洗濯のルール、防火等々）。 
・現地の方との交流は、自ら積極的に行う必要があること。 
 
 

＜ホテル滞在に関する注意事項＞ 

・研修先大学がホームステイ・寮の手配を行わない場合、本学提携の旅行会社等が手配した中・長期滞在型
のホテルに滞在する場合があること。なお、行程により一時的にホテル滞在を含むプログラムもある。 
・部屋割りの希望は、受け付けられない場合があること。 
・食事は原則提供されないこと。［自己負担］ 
・ホテルからの提供がない日用品（食器・調理器具・洗濯用品等）は持参するか現地で購入する等、各自準
備する必要があること。［自己負担］ 
・ホテルの取り決めに従って生活を送らなければいけないこと（禁煙、掃除・洗濯のルール、防火等）。 
・現地の方との交流は、自ら積極的に行う必要があること。 
 
 

＜「学校において予防すべき感染症」に罹患した場合の注意事項＞ 

・研修期間中に「学校において予防すべき感染症」（新型コロナウイルス感染症等）に罹患した場合、研修先
や滞在国等の方針、または本学の判断により自主隔離等を求めることがあり、その指示に従うこと。 
・宿泊先の寮やホテル等の空室状況により、自主隔離は別途外部の宿泊施設等を利用することがあること。 
・自主隔離に伴う追加費用（原則として海外旅行保険適用外となる）が発生した場合は、プログラム費用には
含まれないこと。［自己負担］ 

 



【短期留学】WEB出願
※注意：スマートフォンでは正しく動作しないため、必ずPCで出願をしてください。

②【出願前】「短期留学プログラム」をクリック

①「Go Global Portfolioシステム」へログイン（https://sso.doshisha.ac.jpにアクセス）
※ユーザーID/パスワード : 「ユーザID通知書」に記載の「ユーザID/PASSWORD」を参照

14

③ 【出願前】「WEB出願」をクリック（各プログラムの募集要項もこちらの画面より参照できます。）

④ 【出願前】「短期留学プログラムWEB出願TOPページ」
サマープログラム・初修の出願
・・・「出願日程」 → 「2025サマープログラム・初修」 → 「出願する」をクリック【P11へ】

セメスタープログラム・英語の出願
・・・「出願日程」 → 「2025 セメスタープログラム・英語」 → 「出願する」をクリック【P12へ】

過年度のアンケート集計結果
や留学体験記が確認できます。



⑤【出願中】 基本情報を入力の上、「次へ」をクリック

15

⑥【出願中】 志望理由書を入力し、「確認」をクリック

・・・

サマープログラム・初修

「出願に当たっての注意事項」（P.9）⑲に
記載の内容を確認の上、誓約内容について
国際課HPより事前に確認・了承ください。

.

・ドイツ語Bの出願者は、希望のコース
（初級 o r中級）を入力してください。

・フランス語の出願者は希望の宿泊先
（学生寮 or ホームステイ）を明記すること。

・面接日（北京大学：1/11、北京大学以外：1/18）
に授業等がある場合は、校地・講時・授業科目名を
必ず入力してください。

ドイツ語B出願者で、中級希望者
は、ドイツ語200～400words
（※1,000字以内で）で入力して
ください。
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⑤【出願中】 基本情報を入力の上、「次へ」をクリック

・・・

⑥【出願中】 志望理由書を入力し、「確認」をクリック

セメスタープログラム・英語

「出願に当たっての注意事項」（P.9）⑲に
記載の内容を確認の上、誓約内容について
国際課HPより事前に確認・了承ください。

セメスタープログラム・英語は
第3希望まで選択可能です。

・教務センターへ提出するTOEFL 
ITP/iBT・IELTSのいずれかのスコ
アを入力してください。
・面接日（1/18）に授業等がある
場合は、校地・講時・授業科目名を必
ず入力してください。

自宅等での受験のため、希望校地・
講時は選択する必要はありませんが、
必須項目となっているため、便宜的
に「今出川校地・4講時」を選択して
ください。

英語250～500wordsで入力し
てください。



⑧【出願後】出願した後も「願書PDFダウンロード」から自身の願書のチェックができます。
「内容を訂正」から出願期間中であれば内容の修正もできます。

※CASEC受験要領（英語のみ）・面接集合時間・合否発表等は“Go Global Portfolio”の
お知らせにアップします。

17

⑦【出願中】「＜確認用＞願書PDFプレビュー」より自身の願書の最終チェックをし、
問題がなければ「出願する」をクリック

⑨【出願後】出願した後は“Go Global Portfolio” の「マイポートフォリオ」にも願書が保存されます。
自分の出願したプログラムの「分類」に保存されているか確認しましょう。
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プログラム紹介 日 程（変更の可能性あり）

プログラムの目的 

サマープログラム・ドイツ語Bは、同志社大学のカリキュラムに沿ってマルティ

ン・ルター大学ハレ・ヴィッテンベルクの初級者向けの集中コースおよび中級者

向けの国際サマーアカデミーを利用する夏期研修講座です。世界各地から集

まった学生たちに囲まれながら、ドイツ語でのコミュニケーションを訓練しつつ、

約３週間の日程でドイツ語・ドイツ文化、そしてヨーロッパ文化をさらに深く学ぶ

ことができます。ドイツ東部に位置する自然豊かなヴィッテンベルクは、いわば

純粋なドイツの姿が残された大学都市です。また、ヴィッテンベルク大学教授で

あったマルティン・ルターが『９５か条の論題』を提示し、宗教改革の端緒が開

かれた地でもあります。ベルリン、ライプチヒ、デッサウ、マクデブルクなど、ドイツ

史の重要な舞台となった都市も近隣にあり、ドイツ文化を多層的に経験できま

す。  

募 集 要 項

科目名 サマープログラム・ドイツ語 B 

※春学期科 3 単位（科目・単位の取り扱いについては所属学部

へ問い合わせること） 
 
※本プログラムは春学期科目ですが、帰国後のレポート等を含め

て秋学期に総合的に成績評価を行います。 

担当教員 清水 穣 

事前授業 事前授業：今出川にて 3回実施。 

 

≪事前授業には必ず出席のこと≫ 
☆事前授業の曜日・講時は、参加者決定後の連絡やシラバスを
確認すること。 

 
※本プログラムの参加者は上記および国際課主催のオリエンテー

ション（7 月初旬に今出川校地で実施予定）に出席する必要が
あります 

日程 2025年 8月 2日（土）～8月 29日（金） 

定員 約 20名（最少催行人員：1名） 

対象 学部学生 

※国籍は問いません。 
※初級コースを希望する学生は、インテンシヴⅠ・Ⅱあるいは入門
Ⅰ・Ⅱを履修していること。または CEFRの A1～A2に準じる語

学力を有していること。 

※中級コースを希望する学生はCEFRのB1以上ないしそれに準
じる語学力を有していること。 

プログラム構

成 

日本国内の他大学及び世界各国の学生も参加します。 

研修内容 

※研修内容に

多少の変更が

生じる可能性が

あります。 

■授業時間：月曜日～金曜日 9：00～14：30 
 
■クラスのレベル・人数：初級～中級（CEFRの A1～B1）、約 7～

15名／1 クラス 
 

■授業は、「ドイツ語」と「音声指導」「ドイツの文化と社会」からな

り、すべてドイツ語で行われます。授業後の文化、スポーツプロ

グラム、週末の見学旅行や遠足など、豊富なプログラムが用意

されています。 

宿泊先 ホームステイ 

 

8/2 
関西国際空港出発                        

機中泊 

8/3 ドーハ経由→ベルリン空港到着後、ヴィッテンベルクへ移動                              

ホームステイ泊 

8/4 

～  
8/27 

マルティン・ルター大学ハレ・ヴィッテンベルクのサマープログ

ラムに参加 
 

ホームステイ泊 

8/28 
ヴィッテンベルクからベルリン空港へ移動→ベルリ
ンより日本へ出発（ドーハ経由） 

機中泊 

８/29 
関西国際空港到着 

※到着後、解散 

食事 1日 2食（朝・夕） 

※ホームステイ先でとる食事以外は含まれません。 

同行員 プログラム担当教員や添乗員は同行しません。 

参加費用 ●含まれるもの 

学費・教材費／宿泊費／往復航空券(旅費)／航空保険料・燃

油費／日本・現地空港諸税／プログラムに含まれる研修旅行に
かかる費用／海外旅行保険料（大学指定の保険に加入します） 

 
●含まれないもの 
※上記のほかは含まれません。参考のためにその一部を例示しま
す。 

 
超過手荷物料金／日本国内での移動にかかる交通費／宿泊
費用に含まれない分の食費／その他個人的生活諸費用（全
員での移動時等を除く現地での交通費など） 

 
※研修中の昼食、自由行動中の経費、通信費などが別途かかる

ため、参加費用以外に現地研修中に 10～15万円程度準備す
る必要があります。 

費用の 

支払い 

参加決定後の案内に基づき、数回に分割して、指定の期日までに

納入していただきます。納入方法等の詳細は参加決定後にご案内
いたします。 

査証 日本国籍である場合は必要なし。外国籍の学生は各自で確認を

し、取得していただきます。 

参加費用（１名）：  

※今後の世界情勢や為替、参加人数により参加費用は変動する可能性があります。 

※上記参加費に対し、別途、大学から奨学金が支給されます。 

 

 

ドイツ 

約 770,000円（予定）

額） 

期間：2025年 8月 2日（土）～ 8月 29日（金）【予定】 

プログラム定員：約 20名 

WEB出願に必要な書類 

【初級コース希望者】 

・願 書：サマープログラム初修 

・志望理由書：「サマープログラムに参加希望する理由」 

（日本語で 1.000字以内） 

【中級コース希望者】 

・願 書：サマープログラム初修 

・志望理由書：「ドイツ語を学習する理由 

（ドイツ語で 200～400words  ※1,000字以内で） 



 

 
 

 

     

     

 
 
 

プログラム紹介 

プログラムの概要・目的 

サマープログラム・フランス語は、同志社大学の教育方針に

基づき、フランスの国立フランシュ＝コンテ大学の協力を得て実

施する夏期語学研修講座です。スイス国境に近いフランシュ＝

コンテの中心都市ブザンソンは時計産業の中心地で、美しい

風景に囲まれた優雅な町です。フランシュ＝コンテ大学が行っ

ている外国人のためのフランス語講座は長い伝統につちかわ

れ、その充実した内容には定評があり、日本政府外務省の外

交官研修先として選ばれたこともあります。この恵まれた環境

の下で 4週間にわたる研修を受け、フランス語の運用能力をさ

らに高めることを目指します。 

 

 

日 程（変更の可能性あり） 

8/１ 関西国際空港 出発                 ＜機内泊＞ 

8/２ 
ジュネーブ空港 到着（ドバイ経由）                     
※到着後、専用車でブザンソンへ移動 

＜ホームステイ／学生寮泊＞ 

8/３ 
自由滞在（研修に向けて準備） 

＜ホームステイ／学生寮泊＞ 

8/４ 
↓ 

8/２９ 

フランシュ＝コンテ大学にて研修 【4週間】 
(8/15～17 パリ小旅行実施予定※別途料金) 

＜ホームステイ／学生寮泊＞ 

8/30 
ブザンソンからジュネーブ空港へ専用車で移動 
ジュネーブ空港 出発                 ＜機内泊＞ 

8/31 （ドバイ経由）関西国際空港 到着  ※到着後、解散 

募 集 要 項

科目名 

サマープログラム・フランス語 

※春学期科目4単位（科目・単位の取り扱いについては所属学部

事務室へ問い合わせること） 

※本プログラムは春学期科目ですが、帰国後のレポート等を含めて秋

学期に総合的に成績評価を行います。 

担当教員 Mouton Ghislain Philippe Gontrand 

事前授業 

①「フランス語」：現地研修でよりよい効果を上げるためには、事前に

ある程度の語学力、とりわけ聴き取り，話せる能力を磨いておかなけ
ればなりません。従って、2年次生は「インテンシヴⅢ＆Ⅳ」「フランス
語会話初級」「フランス語会話中級」、3年次生は「フランス語文化事

情」「フランス語表現法」「フランス語会話中級」「フランス語会話上
級」等の科目を履修して備えてください。 

 
②事前授業：全員出席必須（4月～7月に 5回程度、木曜６限に京

田辺校地で実施） 
研修地紹介・必要書類の提出など、現地へ出かけるまでに必要な準
備を整えるために全員に集まってもらう時間です。また、参加者のお

互いの顔を知り、交流を深めておくための機会でもあります。フラン
スの歴史や地理に関するDVDを観たり、個別の相談にも応じます。 
≪事前授業には必ず出席のこと≫ 
☆事前授業の最終確定の曜日・講時は、参加者決定後の連
絡やシラバスを確認すること。 

 
※出発前のオリエンテーション（7月初旬予定）も出席必須。 

日  程 2025年 8月 1（金）～ 8月 31日（日） 

定  員 約 2５名（最少催行人員：5名） 

対  象 学部学生   ※国籍は問いません。 

プログラム 

構成 

プレイスメントテスト後、レベル別の International クラス(他国

の学生と学ぶ)で 4 週間（8/４～8/２９）の語学研修プログラム

に参加します。 

※8/15～8/17 パリ小旅行実施予定（料金：約 74,000円） 

※参加人数により変更が生じる可能性があります。 

研修内容 

【予定】 

■授業時間：月曜日～金曜日（計 92時間）  
■クラスのレベル・人数：初級～上級・約１５名/1 クラス  
※必修の「フランス語講座」に加え、自由参加の「アトリエ（講義）」と「学

外研修」があり、すべてフランス語で開講されます。 

なお、「フランス語講座」は外国人のためのフランス語教育の 

専門家による集中授業として行われます。 

宿泊先 

ホームステイ(個室) または 学生寮（個室） 

★願書の備考欄に希望のステイ先を記入してください。 

※滞在方法により費用が異なります。 

※学生寮：個室にシャワートイレ付、各階の共同キッチンで自炊

となります。 

食事 
〈ホームステイ〉 朝・夕食の２食付（土日のみ昼食付） 

〈学生寮〉食事はつきません 

同行員 

・プログラム担当教員が往路を引率予定 

・現地空港～ブザンソン滞在先の移動は日本人アシスタント 

同行 

参加費用 

■含まれるもの 

学費／ブザンソンの宿泊費／往復航空券／航空保険料・燃油費／
日本・現地空港諸税／現地空港～ブザンソン間往復交通費／アシス

タント費／海外旅行保険料（大学指定の保険に加入します） 
 
■含まれないもの 
※上記のほかは含まれません。下記はその一部の例です。 

超過手荷物料金／日本国内の交通費／通学交通費 等 

費用の 

支払い 

参加決定後の案内に基づき、指定の期日までに納入くださ
い。 納入方法・期日等の詳細は参加決定後に案内します。 

査証 
日本国籍の方は必要なし。外国籍や二重国籍の方は各自で確

認してください。 

現地で新型

コロナウイル

スに感染した

際の対応 

現地でコロナウイルスに感染した際の隔離およびオンライン等

での授業のフォローはありません。 

 

 

プログラム定員：約 25名 

期間：2025年 8月 1日（金）～8月 31日（日）【予定】 参加費用（１名）：      《予定額》 

 
 

※今後の世界情勢や為替により参加費用は変動する可能性があります。 

※上記参加費に対し、別途 大学から奨学金が支給されます。 

 
 

フランス 

WEB出願に必要な書類 

・願 書：サマープログラム初修 

・志望理由書：フランス語サマープログラムに参加する志望動機と目的・ 

目標について具体的に書いてください。 

（日本語［英語も可］で 1,000字以内） 

19 



20 

 

 

 
 

 

 

  

 

  

 

 

 
 

プログラム紹介 
 

プログラムの目的 
 サマープログラム・中国語は、同志社大学が教育計画を策定し、北京大学国

際合作部留学生オフィス及び対外漢語教育学院の協力を得て実施する夏期

中国語研修講座です。北京大学は早くから世界各地からの留学生を受け入れ

ている、中国語教育では定評のある伝統校です。日本からも毎年多くの中国語

学習者が同校に留学して、実践的な中国語運用能力を向上させてきました。 

 北京は、元の時代からの古都であると同時に、中華人民共和国の首都でもあ

ります。経済成長を続ける中国を代表する都市として、発展を続けるとともに、

胡同（路地）が生息している古い街並みや数多くの文化遺産が同居している

のがこの都市の魅力です。 

 授業や課外活動、また中国の人々や他国・他地域からの留学生との交流を通

じて、皆さんの中国語力は向上し、中国についての理解もますでしょう。単なる

観光旅行では得られないものが、このプログラムを通じて獲得できます。 

 

 

 

日 程（行程は変更の可能性あり） 

8/3 

関西国際空港出発 

北京到着 
 
※到着後、専用バスにて北京大学へ移動。 

近隣の宿泊施設泊 

 

8/4 
↓ 

8/29 

 

北京大学サマープログラムに参加 

8月 4日（月）授業開始 
 
 

近隣の宿泊施設泊 

8/30 

専用バスにて空港まで移動、チェックイン 
北京出発 

 
関西国際空港到着 
※到着後、解散 

募 集 要 項 

科目名 サマープログラム・中国語 B 

※春学期科目 3 単位（科目・単位の取り扱いについては所

属学部へ問い合わせること） 
 
※本プログラムは春学期科目ですが、帰国後のレポート等を

含めて秋学期に総合的に成績評価を行います。 

担当教員 錢 鷗 

事前授業 事前授業：事前の講義を数回行います。中国文化事情などに関して

レクチャーを行う他、参加者にもテーマを決めてグループごとに発表

してもらう予定です。 
≪事前授業には必ず出席のこと≫ 
☆事前授業の曜日・講時は、参加者決定後の連絡やシラバス

を確認すること。 
 
※本プログラムの参加者は、事前授業および国際課主催のオリエ
ンテーション（6月末～7月初旬に今出川校地で実施予定）に出
席する必要があります。 

 
※春学期にどの中国語科目を履修するか迷っている参加者は、本プ

ログラム担当教員に相談してください。 

日程 202５年 8月 3日（日）～ ８月３0日（土） 

定員 約 20名（最少催行人員：6名） 

対象 学部学生 

※中国国籍の方はご参加頂けません。 

プログラム 

構成 

国内外からの他大学の学生と一緒に学ぶ International ク

ラスになります。 

研修内容 ■授業時間：月～金：50分×4コマ／日（8:00 ｰ 12:00）。 

4週間で 80コマ週 5回、20日間実施。 

午後にも中国文化に関するプログラムを検討中。 

■研修旅行：別料金で、週末に北京周辺観光（万里の長城）

や宿泊を伴う小旅行（内モンゴル）など 

検討中。 

宿泊先 富驛時尚酒店ツイン部屋（暫定） 

 (2 人部屋、朝食なし) 

 

食事 自弁（参加費用には含まれません）。 

同行員 添乗員の同行なし。 

日本語の堪能な現地大学院生、または学部生１名が滞在中

のサポートを行います。初めの７泊は同宿します。 

参加費用 ●含まれるもの 

学費・教材費／宿泊費／往復航空券／航空保険料・燃油

費／日本・現地空港諸税／空港～宿泊施設間、移動にか
かる費用／海外旅行保険料（大学指定の保険に加入しま
す）／現地アドバイザー諸経費／サポート料／ビザ申請費

用 
 
●含まれないもの 

※上記のほかは含まれません。参考のためにその一部を例示
します。  

超過手荷物料金／日本国内での移動にかかる交通費／食

事代／週末旅行、課外活動、観光費用／その他個人的生活

諸費用 

費用の 

支払い 

参加決定後の案内にもとづき、2～3 回に分割して、指定の期

日までに納入していただきます。納入方法詳細は参加決定後
にご案内いたします。 

査証 同志社大学から旅行業者を通じてまとめて申請します。 

現地で新

型コロナウ

イルスに感

染した際の

対応 

・隔離期間は無し、欠席した際の特別対応もありません。 

・研修期間中に新型コロナウイルス感染症に罹患した場合、

研修先等の方針に関わらず、自主隔離（外部の宿泊施設等を

利用いただく可能性があります）をしていただきます。自主隔

離に伴い追加費用が発生した場合には、自費となりますので

予めご了承ください。 

 

期間：2025年 8月 3（日）～ ８月３0日（土） 

プログラム定員：約 20名 

WEB出願に必要な書類 

・願 書：サマープログラム初修 

・志望理由書：あなたが中国で語学研修を受けてみたいと思った志望動
機は何ですか。また、中国への関心は何ですか。あなたの考えを具体

的に書いてください。 
（日本語で 1,000字以内） 

 

中 国 

参加費用 

（1名）： 
 
※為替やプログラム費用等の変更により参加費は変動する可能性があります 

※上記参加費に対し、別途、大学から奨学金が支給されます 

約 57０,000円（予定額） 
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          プログラム紹介 日 程（変更の可能性あり）

プログラムの目的 

サマープログラム・スペイン語は、同志社大学の教育計画のもと、メキシコの

ラス･アメリカス大学（UDLAP）の協力を得て実施する夏期研修講座です。研

修地プエブラは、首都メキシコシティから南東へ約 120 ㎞離れた、標高

2200m の高原に位置し、先住民文化の遺跡やスペイン植民地時代の史跡な

どでよく知られています。 

4 週間の語学研修によってスペイン語の力を伸ばすことは言うまでもありませ

んが、プログラムを補助してくれる現地の学生たちやホームステイ先の家族との

交流は、生きた異文化体験の機会として、語学力以上のものを与えてくれるは

ずです。 

8/2 

関西圏の空港出発 （機中泊、乗り継ぎあり） 

メキシコシティ空港 到着 
到着後、ラス･アメリカス大学手配の専用車にて大学へ移動 

＜ホームステイ泊＞ 

8/3 フリータイム                          ＜ホームステイ泊＞ 

8/4～
29 

ラス・アメリカス大学での授業期間 

＜ホームステイ泊＞ 

8/30 フリータイム                          ＜ホームステイ泊＞ 

8/31 
ラス・アメリカス大学からメキシコシティ空港に移動。 
メキシコシティ・フアレス空港 出発 
（機中泊、乗り継ぎあり） 

9/1 関西圏空港到着 到着後、解散 

募 集 要 項 

  

 

科目名 サマープログラム・スペイン語 
 
※春学期科目 4 単位（科目・単位の取り扱いについては所

属学部事務室へ問い合わせること） 
※本プログラムは春学期科目ですが、事前授業への出席を含
めて秋学期に総合的に成績評価を行います。 

担当教員 清水達也 

事前授業 ①「スペイン語」：2 年次生は「インテンシヴⅢ＆Ⅳ」もしくは

「応用 1～4」＋「会話中級」のいずれかを、3年次生以上は

「インテンシヴⅤ＆Ⅵ」「スペイン語文化事情」「スペイン語
表現法」「現代地域事情・上級講読（スペイン語圏）」もしく
は「会話中級」または「会話上級」の中から最低1科目を履

修して下さい。 
 
②事前授業：メキシコの文化事情を学ぶための事前の講義
を 5回行います。≪事前授業には必ず出席のこと≫  

☆事前授業の曜日・講時は、参加者決定後の連絡やシラバス
を確認すること。 

 
③「個人面談」：参加者がサマープログラムに関することやス

ペイン語の勉強について、個人あるいはグループで質問、相
談などをしたい場合は、いつでも担当者に連絡してくださ
い。時間と場所をアレンジします。 

 
※本プログラム参加者は、国際課主催のオリエンテーション

（7 月初旬に今出川校地で実施予定）に出席する必要が
あります。 

日程 2025年 8月 2日（土）～9月 1日（月） 

定員 約 20名（最少催行人員：5名） 

対象 学部学生 

※国籍は問いません。 

プログラム構
成 

同志社大学のための特別クラスです。 

研修内容 ■授業時間：月曜日～金曜日 9：00～13：30 
 
■スペイン語文法、会話、作文の授業を実施。 
（1 クラス 5名程度） 

 
■昼食後、メキシコ人学生との会話サークル、メキシコ料理の

講習、大学周辺の先住民の遺跡やスペイン植民地時代の
史跡、博物館見学などが予定されています。 

■研修旅行：週末を利用して、メキシコシティとテオティワカン
のピラミッド訪問、アトリスコ歴史地区訪問の 2回の日帰り
旅行が予定されています。 

 ◎感染症の影響で、フィールドワークや小旅行の内容が変更

になる可能性もあります。予めご留意ください。 

宿泊先 ホームステイ 

食事 週 21回（1日 3食） 

※ホームステイ先での朝食と夕食、授業日の大学での昼食、
小旅行中の昼食を含む。 

同行員 プログラム担当教員が最初の 1週間は学生に同行します。 

参加費用 ●含まれるもの 

学費／宿泊費／往復航空券／航空保険料・燃油費／日
本・現地空港諸税／現地空港～大学間の往復送迎費／

研修旅行費用／海外旅行保険料（大学指定の保険に加
入します） 

●含まれないもの 

※上記のほかは含まれません。参考のためにその一部を例示
します。 
超過手荷物料金／日本国内での移動にかかる交通費／

小旅行中の夕食代／自由行動中にとる食事代／その他
個人的生活諸費用 

費用の 

支払い 

参加決定後の案内に基づき、2～3回に分割して、指定の期日

までに納入していただきます。納入方法等の詳細は参加決定
後にご案内いたします。 

査証 

 

 

 
日本国籍である場合は必要なし。外国籍や二重国籍の学生 

については、各自で取得要否を確認し、必要に応じて取得して
いただきます。 

現地で新型

コロナウイル

スに感染した

際の対応 

現地でコロナウイルスの陽性となった場合、7 日間の隔離期

間があります。 

その際はオンライン等での授業のフォローがあります。 

期間 (予定)：2025年 8月 2日（土）～ 9月 1日（月） 

プログラム定員：約 20名 

 

 

 

 

参加費用（1名）： 

 
 
※今後の世界情勢や為替、参加者人数により参加費用が 5～20万円前後 
変動する可能性があります。 

※上記参加費に対し、別途、大学から奨学金が支給されます。 

メキシコ 

約 1,200,000円 
            （予定額） 

WEB出願に必要な書類 

・願 書：サマープログラム初修 

・志望理由書：私のスペイン語・メキシコ（またはラテンアメリカ）への関心

（日本語で 1.000字以内） 



 

 
 

 

 

 

  

 

  

 
 
 

プログラム紹介 
 
 

プログラムの目的 
サマープログラム・コリア語は、同志社大学の教学方針に基づき、大韓
民国ソウル市にある延世大学韓国語学堂の協力を得て実施する夏期
研修講座です。外国人に対する韓国語教育において、韓国で最も伝
統と実績のある韓国語学堂の講師陣による指導の下で、実践的な韓
国語運用能力を高めることができます。 
 

プログラムの概要 
延世大学内の東側に位置する韓国語学堂は、現代的な建物の中に
95 の教室と大講堂、中講堂、小講堂、資料室、食堂、パソコン室等の
語学学習に必要とする施設を完備しています。 

こうした快適な学習環境の中で、授業や韓国文化を体験する午後の

特別活動を通じて、韓国語と韓国に対する理解を深めることができま

す。 

 

 

日 程（変更の可能性あり） 

8/3 

関西国際空港出発 
ソウル到着 
※到着後、宿泊先へ移動 

学外宿舎泊 

8/4                                                      
クラス編成試験 

学外宿舎泊 

8/5 
↓ 

8/26 

延世大学サマープログラムに参加 
学外宿舎泊 

8/27 

空港まで移動 
ソウル出発 
関西国際空港到着 
※到着後、解散 

募 集 要 項 

科目名 サマープログラム・コリア語 

※春学期科目 3 単位（科目・単位の取り扱いについては所属学

部へ問い合わせること） 

※本プログラムは春学期科目ですが、帰国後のレポート等を含め

て秋学期に総合的に成績評価を行います。 

担当教員 朴 鍾厚 

事前授業 2025 年度春学期期間中に計 5 回の事前授業を今出川にて行

います。内容：韓国事情、会話基礎 

≪事前授業には必ず出席のこと≫ 

☆事前授業の曜日・講時は、参加者決定後の連絡やシラバスを

確認すること。 
 
※2 年次生の場合は、「会話中級」、「応用 1・2」、「インテンシヴ

Ⅲ＆Ⅳ」のいずれかを、3 年次生以上は、「会話上級」「文化事
情」「表現法」「現代地域事情・上級購読」「言語文化原典演
習」のいずれかを履修することを条件とします。  
※本プログラム参加者は、事前授業および国際課主催のオリエ

ンテーション（6月末～7月初旬に今出川校地で実施予定）に
出席する必要があります。 

日程(予定) 2025年 8月 3日（日）～8月 27日（水） 

定員 約 20名（最少催行人員：7名） 

対象 学部学生 

※国籍は問いません。 

プログラム 

構成 

日本国内の他大学の学生および、世界各国の学生も参加します。 

研修内容 

※変更の 

可能性あり 

■授業時間：月曜日～金曜日 9：00～13：00 

■クラスのレベル･人数：初級～上級・約 13名/クラス  
1時間目：語彙・文法・会話練習 

2時間目：読解・聞き取り練習 
3時間目：読解・聞き取り練習 
4時間目：作文・ロールプレイ・討論・フリートーク  

※午後に週に 1～2回、1回 2時間ずつ韓国文化を学ぶ。（活動

内容例：韓国料理体験、サムルノリ、公演観覧など） 

宿泊先 学外宿舎（長期滞在型レジデンス）【予定】 

食事 無（参加費用には含まれません。） 

同行員 プログラム担当教員や添乗員は同行しません。 

参加費用 ●含まれるもの 

学費／宿泊費／往復航空券／航空保険料・燃油費／日本・
現地空港諸税／現地空港～宿舎間の往復送迎費／海外旅行
保険料（大学指定の保険に加入します） 

 
●含まれないもの 
※上記のほかは含まれません。参考のためにその一部を例示しま

す。 
 教材費／研修中の食費／超過手荷物料金／日本国内での移
動にかかる交通費／その他個人的生活諸費用／ 

現地空港～宿舎間の往復送迎以外の交通費(通学費など) 

費用の 

支払い 

参加決定後の案内に基づき、指定の期日までに納入。 

納入方法詳細は参加決定後にご案内いたします。 

査証 日本国籍である場合は必要なし。外国籍や二重国籍の学生は各

自で確認をしてください。 
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期間：2025年 8月 3日(日)～8月 27日(水)予定 

プログラム定員：約 20名 

参加費用（1名）： 

 

※為替やプログラム費用等の変更により参加費は変動する可能性があります 

※上記参加費に対し、別途、大学から奨学金が支給されます。 

韓 国 

WEB出願に必要な書類 

・願      書：サマープログラム初修 

・志望理由書：あなたが韓国で語学研修を受けてみたいと思った志望
動機は何ですか。また、韓国語学研修におけるあなたの目標は何で
すか。あなたの考えを具体的に書いてください。 

（日本語で 1,000字以内） 

新型コロナウイルス感染症に関する注意事項 

研修期間中に新型コロナウイルス感染症に罹患した場合、研修先等の方

針に関わらず、自主隔離（外部の宿泊施設等を利用いただく可能性があ

ります）をしていただきます。自主隔離に伴い費用が発生した場合には、

自費となりますので予めご了承ください。授業は、先生によってはオンライ

ンで対応下さる場合もありますが、状況によりできない場合もあります。 



 

 

 

（The University of Winnipeg〔English Language Program〕） 
 

  

 

  

プログラム紹介 
大学の所在地について 
世界有数の大穀倉地帯であるカナダの大平原中央部に位置するマニトバ州の州都がウィニペグです。レッド川と
アシニボイン川を挟み、東部のフランス系と西部のイギリス系の文化が微妙に混じり合い、独特な街並みを形成し
ています。また、古き良きアメリカを感じさせる場所としてハリウッド映画のロケに使われることも多い都市です。フ
ァースト・ネイション（先住民）や移民も多く、多様性があります。 

研修先大学について 
本プログラムは、本学の協定大学 University of Winnipegで学ぶ 1セメスターの海外英語研修プログラム
です。1871年創立のウィニペグ大学は、将来のキャリア開発を念頭にリベラル・アーツ教育を掲げ、少人数のク
ラスサイズで手厚い指導が特徴の大学です。また、学部教育にも定評がある中規模大学で、留学生に対する英
語教育プログラムは 30年以上の歴史と定評があり、世界中から学生が集まります。 

募 集 要 項 
1．科目名  

セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ 
秋学期科目 各 4単位（科目・単位の取扱いについては所属学部に問い合せること） 

 

2．担当教員 

渡辺 文 

 

3．事前授業 

6月から 7月の間に、計 6回（土曜の 3・４講時））実施予定（今出川校地で実施） ※必ず全て出席する
こと 
事前授業では日常で使う英語力を高めるとともに、カナダの社会と文化について各自が調べ、グループプ
レゼンテーションをしながら学びます。事前授業に加え、出発前に行われる危機管理オリエンテーション（7
月に今出川校地で実施予定）への参加も必須となります。また、帰国後の 2026年 1月に 1回、事後授業
を予定しています。 

 

4．日程 

2025年 9月 6日（土）～12月 21日（日） 
【Mid-Term Break：10月 27日（月）～ 10月 31日（金）】 

 

5．定員 

約 30名（最少催行人員：10名） 
 

6．対象 

学部学生  
※国籍は問いません。 
※国際教育インスティテュート国際教養コース生と、グローバル・コミュニケーション学部日本語コース生で
母国語が英語の場合は、セメスタープログラムに出願できません。 

 

7．出願資格 
TOEFL ITP®テスト 450以上、TOEFL iBT®テスト(TOEFL iBT® Home Editionテストも可)45以上、
IELTS™ Overall band score4.5以上のいずれかの保持者 
※スコアのコピーは今出川・京田辺キャンパス教務センター【外国語教育科目窓口】へ提出すること。 
※TOEFL iBT®のスコアは「Test Date scores」のみ可。「MyBestTM scores」は認めません。 
 

8．プログラム構成 

アジアを中心とした各国からの留学生と共に学びます。 

カ ナ ダ 

参加費用（1名）： 

 
※今後の世界情勢や為替により参加費用は変動する可能性があります。 
※上記参加費に対し、別途、大学から奨学金が支給されます。 

期間(予定)：2025年9月 6日（土）～12月 21日（日） 

プログラム定員：約 30名 

約 1,900,000円(予定) 
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9．研修内容（変更の可能性あり） 

■授業時間：月曜日～金曜日 8:30～14:30（昼休憩あり) 週 25時間 
毎週金曜日の午後には Socio-Cultural Activityが行われます。 
※スケジュールや授業内容は所属クラスにより異なります。 

 
■English Language Program（ELP）が実施するプレイスメントテストにより各学生に適したコースとレベ
ルにクラス分けがなされます。ELPにはGeneral StreamとAcademic Streamの2つのコースがあり、
General Streamでは英語の実践的な運用能力を伸ばすためのクラスが、Academic Streamでは英語
圏の大学への正規留学を目指す学生のためのクラスが設けられています。 

 
※ウィニペグ大学に通う英語話者のボランティア学生と交流できる ELP Conversation Clubに参加でき
ます。ただし、年度によって実施されないことや、希望者全員に割り当てられないこともありますので、予めご
了承ください。 

 

10．宿泊先 

ホームステイ 

※他大学からの日本人学生や、本プログラム参加者と同じホームステイ先に滞在となる可能性があります。 

 

11．食事 

1日 3食が費用に含まれます。 
※朝食・昼食はホームステイ先から提供される食材を使用し、各自で用意する場合があります。 

 

12．同行員 

同志社大学の教職員や添乗員は同行しません。 

13．参加費用 

■含まれるもの 
往復航空券／航空保険料・燃油費／日本・現地空港諸税／海外旅行保険料／プログラム費(学費・ホーム
ステイ費用・現地保険料・eTA(電子渡航認証)取得代行費用)／ホテル宿泊費(1泊分) 
※その他事務手数料、現地空港への送迎費用が含まれます。 
■含まれないもの 
超過手荷物料金／日本国内での移動にかかる交通費／現地通学費(約 CA$70/ 1 ヶ月)／ 
その他個人的生活費用／（万が一必要となった場合）査証取得にかかる費用 

14．費用の支払い 

参加決定後の案内に基づき、数回に分割し指定の期日までに納入。納入方法詳細は参加決定後に案内します。 

 

15．査証 

現在、6か月以内の留学に際し就学ビザは不要で、eTAのみで渡航が可能となっています。ただし状況が変わ
る可能性もありますので、詳細は合格発表後、参加決定者に案内します。日本以外の国籍を有する方は査証が
必要な場合があります。 
 

日 程（変更の可能性あり） 

 

9/6 

関西国際空港 出発 

（バンクーバー空港経由予定） 

ウィニペグ空港 到着 

※到着後、日本語アシスタントと共にホテルへ移動 

＜ホテル泊＞ 

9/7 

ホストファミリーと一緒に各ホームステイ先へ移動。

その後、フリータイム 

＜ホームステイ泊＞ 

9/8 
↓ 

10/26 

ウィニペグ大学での授業期間 

＜ホームステイ泊＞ 

10/27 
↓ 

10/31 

Mid-Term Break 

＜ホームステイ泊＞ 

11/1 
↓ 

12/19 

ウィニペグ大学での授業期間 

＜ホームステイ泊＞ 

12/20 
ウィニペグ空港出発 

（バンクーバー空港・成田空港経由予定） 
＜機中泊＞ 

12/21 
伊丹空港 到着 

※到着後、解散 

現地で新型コロナウイルスに感染した際の対応 
とくにありません。 
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(Deakin University English Language Institute ：DUELI) 

 

  

  
 
 

プログラム紹介 

大学の所在地について 

オーストラリアで一番大学の多いビクトリア州メルボルンは、ヨーロッピアン文化をもつ美しい街並みと近代的な
建造物とが見事に融合し、世界で最も住みやすい都市ランキングで七年連続一位に選ばれたことがあります。
多民族社会として多様な文化を育み、南半球で一番グルメな都市としても有名です。ガーデン都市としても高い
評価のあるメルボルンは、生活環境が非常に整っているので、留学生にとっても快適な生活が送れる都市です。 
 

研修先大学について 

ディーキン大学は、1974年の創立以来、その実践的な教育により、オーストラリア国内外で高い評価を得てい
ます。指導・教育の面では、卒業生の満足度の高さが特徴で、Australian University of the Year 
（オーストラリア年間最優秀大学）の栄誉に二度輝いています。ビクトリア州に 4 つのキャンパスがあり、このプ
ログラムはバーウッドキャンパス（メルボルン校）で開催されます。また、大学キャンパス内に英語学校があるの
で、大学の全施設を利用する事が出来ます。 

募 集 要 項 

1．科目名  

セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ 
秋学期科目 各 4単位（科目・単位の取扱いについては所属学部に問合せること） 
 

2．担当教員 

河原 大輔 
 

3．事前授業 
5月から 6月の間に、計 6回（木曜・6講時）実施予定（京田辺校地で実施） ※必ず全て出席すること 
事前授業では主に異文化コミュニケーションやオーストラリアの社会と文化について学びます。 
また、出発前に行われる危機管理オリエンテーション（7月初旬に今出川校地で実施予定）への参加も必
須となります。 
 

4．日程 

2025年 8月 12日（火）～12月 14日（日） 

【Mid-Term Break：9月 22日（月）～9月 28日（日）および 11月 3日（月）～11月 9日（日）】 
 

5．定員 

約 30名（最少催行人員：10名） 
 

6．対象 

学部学生 

※国籍は問いません。 
※国際教育インスティテュート国際教養コース生と、グローバル・コミュニケーション学部日本語コース生で
母国語が英語の場合は、セメスタープログラムに出願できません。 

 

7．出願資格 
TOEFL ITP®テスト 450以上、TOEFL iBT®テスト(TOEFL iBT® Home Editionテストも可)45以上、
IELTS™ Overall band score4.5以上のいずれかの保持者 
※スコアのコピーは今出川・京田辺キャンパス教務センター【外国語教育科目窓口】へ提出すること。 

※TOEFL iBT®のスコアは「Test Date scores」のみ可。「MyBestTM scores」は認めません。 

8．プログラム構成 

アジア･南アメリカからの留学生を中心とした各国からの留学生と共に学びます。 
 

参加費用（1名）： 
 
 
※今後の世界情勢や為替レートにより参加費用は変動する可能性があります。 
※上記参加費に対し、別途、大学から奨学金が支給されます。 

オーストラリア 

プログラム定員：約 30名 

期間（予定）：2025年8月12日(火)～12月14日(日) 

約 2,220,000円（予定） 
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9．研修内容（変更の可能性あり） 
■授業時間：月～金曜日 9:00～15:30（週 25時間） 
時期により開始時間がシフト制になる場合がありますが、一週間の授業時間は全て週 25時間です。 
※スケジュールや授業内容は所属クラスによって異なります。  
■DUELIが実施するプレースメントテストにより各学生に適したコースとレベルにクラス分けがなされます。

DUELIでは一般英語（GE）、大学進学準備英語（EAP）、IELTS対策、TESOL英語等、学生の英語力
と目的に合わせたコース選択が可能です。EAPはレベル 1から 4まであり、エッセイライティング、ディベ
ート、参考文献の引用方法、リーディング、プレゼンテーション等、大学の授業で求められるアカデミック英
語に特化した授業が行われます。GEはレベル 1から9まであり、日常会話に基づいた英語を基礎として、
グループでプロジェクトワーク、ディスカッション、ショートプレゼンテーションなど実践的な英語学習が行
われています。 

 

10．宿泊先 
ホームステイ 

 

11．食事 

1日 3食が費用に含まれます。 
※基本的に、朝食・昼食はホームステイ先から提供される食材を使用して各自で用意します。 

 

12．同行員 

同志社大学の教職員や添乗員は同行しません。 
 

13．参加費用 
■含まれるもの 
往復航空券／航空保険料・燃油費／日本・現地空港諸税／海外旅行保険料／プログラム費／ 
ビザ申請費用（代行費用を含む） 
※プログラム費には、学費・ホームステイ費用、現地保険料、事務諸経費等が含まれます。  
■含まれないもの 
※上記のほかは含まれません。参考のためにその一部を例示します。 
超過手荷物料金／日本国内での移動にかかる交通費／通学交通費（約 AUS$100 ／ 1 ヶ月）／
通信費／その他個人的生活費用 

 

14．費用の支払い 
参加決定後の案内に基づき、2回に分割し、指定の期日までに納入いただきます。 
納入方法・期日等の詳細は参加決定者にご案内します。 

 

15．査証 
本プログラムへの参加には査証の取得が必要です。詳細は合格発表後、参加決定者にご案内します。 
 

日 程（変更の可能性あり） 

 

8/12 関西空港 出発 (香港経由) 

＜機中泊＞ 

8/13 

メルボルン空港 到着 

（到着後 専用バスでディーキン大学へ移動） 

＜ホームステイ泊＞ 

8/14 オリエンテーション    ＜ホームステイ泊＞ 

8/15 
↓ 

8/17 
自由時間            ＜ホームステイ泊＞ 

8/18
↓ 

9/19 

ディーキン大学での授業期間 【5週間】 

＜ホームステイ泊＞ 

9/22 
↓ 

9/28 

休暇期間 【1週間】 

＜ホームステイ泊＞ 

9/29 

↓ 

10/31 

ディーキン大学での授業期間 【5週間】 

＜ホームステイ泊＞ 

11/3 

↓ 
11/9 

休暇期間 【1週間】 

＜ホームステイ泊＞ 

11/10 

↓ 

12/12 

ディーキン大学での授業期間 【5週間】 

＜ホームステイ泊＞ 

12/13 
（15：25頃）メルボルン空港 出発        

  （香港経由）  ＜機中泊＞  

12/14 
朝：関西空港 到着 

※到着後、解散 

現地で新型コロナウイルスに感染した際の対応 
隔離義務はありませんが、各自の健康および周囲の人への配慮のための行動制限があります。通常 3～5 日程度の間に再検査をし、陰性であ

れば問題ないとの事です。 
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（Hawaii English Language Program(HELP) University of Hawaii at Manoa） 

  

 

 

 

 
プログラム紹介 

大学の所在地について 
太平洋に浮かぶハワイ諸島の中心地であるオアフ島は、美しい自然に恵まれ、温暖で一年中過ごしやすい気候です。ハ
ワイ大学マノア校は、オアフ島南部のホノルル市に所在し、生活に便利な地域にあります。また、ハワイは、先住民のハワ
イ人に加え、アメリカ本土、アジアやヨーロッパから移住した人々によって成り立ってきた社会であり、ホノルルも多民族・
多文化的な都市です。 
 
研修先大学について 
本プログラムは、本学の協定大学でもあるUniversity of Hawaii at Manoaで学ぶ1セメスターの海外英語研修プ
ログラムです。1907年創立のハワイ大学は、本学と古くから関係の深い大学です。元同志社大学総長原田助が、
1920年に同大学教授に就任したのをきっかけに、本学との間で多くの教員や学生の交流が行われてきました。本プロ
グラムでは、ハワイ大学進学を目指す留学生を対象とする The University of Hawaii English Language 
Program (HELP) で他国からの学生に混じって英語を集中的に学びます。HELPは英語教授法の学部としてアメリカ
で草分け的存在であるハワイ大学の Department of Second Language Studiesの傘下にあり、定評のあるプロ
グラムで、授業では主にコミュニケーション・ネゴシエーションに重点を置き、反復練習を通じて英語能力全体の向上を目
指します。また、ボランティア活動やインターンシップを通して自己分析を行うサービス・ラーニングと呼ばれるプログラムを通

じ、美しいリゾート地という側面だけではないリアルなハワイ・アメリカの社会に触れることができます。 
 

募 集 要 項 
１．科 目 名 ： セメスタープログラム・英語Ⅰ、Ⅱ 

秋学期科目 各 4単位（科目・単位の取扱いについては所属学部に問い合わせること） 
 
２．担当教員： James HEATHER 
 
３．事前授業： 6月～7月の間に計 6回（木曜・6講時）今出川校地で実施予定。 

授業中に自己紹介を中心とした英会話、ハワイの文化や歴史についての予備知識、ハワイで学生 
生活を送るための心得などを学びます。 
また、出発前に行われる危機管理オリエンテーション（6月下旬または 7月初旬に今出川校地で
実施予定）と、帰国後の事後授業（2026年 1月予定）の出席も必須です。 

 
４．日 程 ： 2025年 8月 23日(土)～12月 22日(月)  
 
５．定 員 ： 約 30名（最少催行人員：7名） 
 
６．対 象 ： 学部学生 
 
※国籍は問いません。 
※国際教育インスティテュート国際教養コース生と、グローバル・コミュニケーション学部日本語コース生で母国
語が英語の場合は、セメスタープログラムに出願できません。 

 
７．出願資格： TOEFL ITP®テスト 450以上、TOEFL iBT®テスト(TOEFL iBT® Home Editionテスト 

も可)45以上、IELTS™ Overall band score 4.5以上のいずれかの保持者 
 

※スコアのコピーは今出川・京田辺キャンパス教務センター【外国語教育科目窓口】へ提出すること。 
※TOEFL iBT®のスコアは「Test Date scores」のみ可。「MyBestTM  scores」は認めません。 
 

８．プログラム構成： 
レベル分けテストを受験後、それぞれの語学レベルに合ったクラスに振り分けられ、8週間を 1学期として 2学期
の授業を世界各国からの留学生と共に履修します。学期の間にはMid-Term Breakがあります 
 

アメリカ 

参加費用 
（１名） 

※今後の世界情勢や為替、参加人数により参加費用は変動する可能性があります。 

※上記参加費用に対し、別途、大学から奨学金が支給されます。 

期間(予定)：2025年8月23日(土)～12月22日(月) 

プログラム定員：約 30名 
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■Placement Test 
到着後にHELPが実施します。 Writing, listening, reading, interview が実施され、この結果で４つの
レベル別クラスに振り分けられます。（100level～400level） 

 
■Academic English Classes 
毎週月曜日～木曜日、週 20時間、合計 320時間の英語授業を受けます。授業は 4技能で構成されており、
特に Communicationや Negotiation力の向上に重点を置いた授業が行われます。 

 
■Service Learning 
毎週金曜日～日曜日のいずれかに実施される特色のあるプロジェクトで、HELPの学生は、学期ごとに少なく
とも 6時間いずれかのプロジェクトへの参加が義務付けられています。自身の希望や英語レベルに応じ、ホノ
ルルの地域社会と密着したボランティアやインターン、様々なアクティビティの中から選択でき、英語を母国語と
する人々と関わる機会が得られます。参加できるプロジェクトの内容は、コミュニティからのニーズと、本人の希
望や成績・英語レベル等を考慮して HELPが決定します。実施後に自分の経験を他の人に共有することで英
語による自己分析を行うことができ、体験したプロジェクトは成績表に記される他、希望に応じ活動実績の証
明書が HELPより発行されます。（プロジェクトの詳細は募集説明会で案内されます。） 

 
９．時間割の例： (クラス人数:6名～16名) 

  Mon – Thu 

100-level 

Mon – Thu 

200-level 

Mon – Thu 

300-level 

Mon – Thu 

400-level  

Fri - Sun 

8:30-9:35 Reading 

Foundations 

Writing 

Development 

Reading 

Connections 

Academic 

Reading 

Service Learning 

Projects or 

Activities, Free 

Time 

9:45-10:50 Listening 

&Speaking 

Reading 

Proficiency 

Writing 

Expansion 

Academic Writing 

11:00-12:05 Writing 

Foundation 

Grammar 

Development 

Listening 

&Speaking 

American Culture 

through Film 

12:05-12:55 Lunch Lunch Lunch Lunch 

12:55-14:00 Basic Grammar Building 

Vocabulary 

TOEFL Listening Cultural Issues 

 

10．宿 泊 先 ：〔ホームステイのみ〕または〔ホームステイまたは学生寮から選択〕 

2024年12月時点で、学生寮の詳細は決まっておりません。2025年度に寮が利用できる場合は、参加決定

後にホームステイか学生寮かを選択していただきます。学生寮は他の学生と共同生活になる為、通常ホームス

テイより安い料金で利用できますが、食費は付いておりません。学生寮費も参加決定後にご案内します。 
 

11．食 事 ： ホームステイ／1日 2食（朝・夕）、学生寮／食事は付きません。 
 

12．同 行 員 ： プログラム担当教員や添乗員は同行しません。 
 

13．参加費用： 費用の最新情報は国際課までお問合せ下さい。 

■含まれるもの 
プログラム費(学費・教材費・設備利用費・TOEFL)／宿泊費（ホームステイのみ 2食の食費含む) 
往復航空券／航空保険料・燃油費／日本・現地空港諸税／海外旅行保険料／査証代・申請代行手数料 
現地空港送迎費用／旅行会社手数料など。 
■含まれないもの 
宿泊費に含まれない食費／日本国内、及び現地での移動にかかる交通費／インターンシップ・アクティビティ
料金／交際費／予防接種代／超過手荷物料金など。 

 

14．費用の支払い：数回に分割し納入いただきます。納入方法や期限等の詳細は参加決定後に案内します。 
 

15．査証(VISA)： 取得が必要です。取得方法等の詳細は、参加決定後に案内します。 
 

日 程(変更の可能性あり) 

28 

8/23(土) 

関西空港出発→ホノルル空港到着 

※到着後、滞在先へ移動 

ホームステイ／寮泊 

8/25(月) 

↓ 

10/17(金) 

【1st Term】 

ハワイ大学マノア校 

セメスタープログラムに参加 

ホームステイ／寮泊 

10/18(土) 

↓ 

10/26(日) 

Mid-term Break 

ホームステイ／寮泊 

10/27(月) 

↓ 

12/19(金) 

【2nd Term】 

ハワイ大学マノア校 

セメスタープログラム 

ホームステイ／寮泊 

12/21(日) 
ホノルル空港出発 

機中泊 

12/22(月) 
関西国際空港到着 

※到着後、解散 


